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する 2 種の方法が見出されている。これらのサイクリトーjレ合成法によれば，単糖類からは，その 1 , 
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リトー jレ (3)を経て光学活'性ケント体 (4)を短行程で合成した。この結果， (一)-shikirnic acid (5)およびー(ー)
-q uinic acid ( 6)の形成合成に成功した。
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つぎに， N-acetyl-D-glucosarnine(7a) からニトロサイクリ卜ーノレ誘導体(8)を好収率で合成し， strepｭ
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mamine(14)を合成することに成功した。 14はすでにkanamycin C 側などのアミノ配糖体抗生物質に誘導
されている。
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つぎに. D-glucosamine(7)から誘導される1， 6 ーアンヒドロ糖 (16) の選択的glycosidation fとよりア
ミノトリサッカライド聞を得，さらに，アミノウロン酸 (18)に導いた後. 18から 19を経て臨床的にも重要
なribostamycin 印)の合成に成功した。
17 18 19 rlbostomycln (20) 
著者が行ったアミノ配糖体抗生物質の合成法では，ニトロサイクリトー jレ配糖体( 13や19) 合成の段
階で目的とするscyllo型のほかに，異性体 (myo， muco) が副生する。この点は著者の方法の不利な点
であるが，視点をかえれば，非天然型サイクリト-}レ構造をもったアミノ配糖体の合成が可能となるの
で，それらの物質の生物活性に興味がもたれる。
論文の審査結果の要旨
アミノ配糖体抗生物質は. ß- ラクタム系抗生物質などとともに化学療法剤の主軸となっている。し
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かし，種々の副作用などから，その改良が望まれている。
本論文では，アミノ配糖体抗生物質の新規合成法と，化学的改良法の開発を指向し，四酢酸鉛および
電極酸化を鍵反応とした糖質からウロン酸を経るアミノ配糖体抗生物質の新規合成法の開発に成功している。
そして，枝鎖サイクリトーノレやデオキシアミノサイクリ卜ーノレの合成と，カナマイシン Cやリボスタマ
イシンなど，重要なアミノ配糖体抗生物質の新規合成に成功し，さらに，これらの合成法がアミノ配糖
体の化学的改良法として応用可能な乙とを示している。
以上の成果は，薬学博士の学位請求論文として，充分価値あるものと認められる。
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